
い ま 世 界 の ホ ッ ト ス ポ ッ ト

9 月 7日（土）　15:00 ～ 16:30
―  会場  ―

紀伊國屋書店富山店内
カフェギャラリー「BINGATAYA」

1 年を通して雪と氷に閉ざされた北極圏。そこはこれまで全く不毛の地と考えられていました。
ところが最近、北極圏が世界中からの熱い眼差しを集めています。それは、いま問題になってい
る気候温暖化が北極圏で地球上最大になるだろうということ。するとこれまで氷で閉ざされてい
た北極海の海氷は大幅に減り、それまで船の通れなかった北極海は航行のできる海となり、たと
えば北東アジアからヨーロッパへの航行距離が大幅に短縮されるだろう。海氷が消えると北極海
の海底資源の開発が容易になるだろう。さらに新たな漁場も開発されるだろう。これらのことか
ら最近は利権を狙って北極圏に領土領海権を求める世界の動きも活発になっており、極寒の地北
極圏がいま世界のホットスポットなっています。しかし気候温暖化を含め、人間活動の拡大に伴
う環境の変化は、当然そこに棲む動植物にとって大きな影響を与え、北極圏の生態系に大きな打
撃を与えることも予測されます。では、北極圏とはどんなところなのでしょうか。いまそこでは
何が起きているのでしょうか。今回は、北極圏について考えてみましょう。

サイエンスカフェとやま第 7回

sctoyama.jp

ゲスト ： 小島 覚 さん
（北方生態環境研究学房）

定　員：20 名
対　象：大人も子供も
参加費：500 円（飲み物代）
申込み：紀伊國屋書店の店頭または電話 076-491-7031


